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令和５年度第６次竹原市総合計画効果検証会議 

 

日時 令和５年７月２６日（水）１５時～ 

場所 竹原市役所３階 第１・２委員会室 

 

事務局    （開会） 

 

今榮市長   （挨拶） 

 

事務局    （委員紹介） 

 

事務局    （資料１及び２説明） 

 

沖本教育次長 

梶村建設部長 

國川観光まちづくり担当部長 

平田総務企画部長 

 

事務局    ただいまたくさん説明をさせていただきましたが、この中から委員の皆様

から気になる点についてご意見をいただけたらと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

和田委員   和田ですけど、よろしいでしょうか。 

 ご説明ありがとうございました。 

 やっと発言ができるということですが、幾つかよろしいでしょうか。それ

ぞれのほうが よいですか。まとめて言っていいですか。 

 

事務局    できれば１つずつ。 

 

和田委員   １つずつ。分かりました。 

（資料３「呼び込む“ちから”づくり」説明） 
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 まず、じゃあ歴史を生かしたまちづくりの推進ということですが、教育委

員会のほうで文化生涯学習課のほうが所管されているということですけど

も、これは市長部局の観光まちづくり担当、こちらのほうとの連携協力とい

うのはどのようになっていますでしょうかというのが１点です。 

 魅力ある施設となるように、ってことですが、これは誰にとって魅力のあ

ることを目指しておられるのかっていう、ターゲットは誰かという話が２

つ目です。 

 それから、ちょっと気になったのは民間に実施させるとおっしゃいました

けども、させるという感覚では多分民間としては、私は民間、会社をやっ

ておりますけど嫌だなと思いましたが、そこら辺のご認識はいかがでしょ

うか。 

 以上、３点です。 

 

沖本教育次長 この重要伝統的建造物群保存地区が非常に有効な観光コンテンツであると

いうことについては、市内部でそういった価値観を共有しております。 

 具体的に市長部局との連携っていうことについては、やはり各施設の活用

について、ＤＭＯのほうでも施設活用とかをしたいっていうようなご意向が

ありますので、そこにうまい具合に沿うようにといっても、あくまでも文化

財ですので、我々教育委員会サイドとしたら活用よりも保存、まずは保存し

ていくっていうことが第一になりますので、そこの教育委員会としての適切

に保管しなければいけないっていう部分と、あと観光で活用するっていうこ

とがしっかり両立できるような形になるように、っていうことで、そこは十

分連携を図りながらやっているというところです。 

 それと、施設を魅力あるっていう、ターゲットは誰かっていうことですけ

ど、やはりここは来訪者と考えております。先ほどのお答えとも重なります

が、あくまでも有効な観光コンテンツとして考えているっていうことを考え

ると、この施設を魅力ある展示とかそういった形にして来訪者に来ていただ

ければと思っております。 

 それと先ほど、すいません、させるという表現については非常に不適切な

表現だったと思います。今回は社会実験ということで、一定の文化施設を使
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って期間を限定して試行をしていただいて、その結果をどういうふうに我々

の事業にフィードバックしていくかっていうことを観点にしてやっておりま

す。すいません、民間事業者の方に提案してやっていただいたということで

訂正をさせていただければと思います。よろしくお願いします。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   観光サイドのほうですけども、やはり文化財担当課のほうと連携を図りな

がら、今年度市有の文化施設を含めましてどのような利活用ができるかとい

うのを、国の補助金を活用いたしまして、文化財を守りながらどういう活用

ができるかという調査をさせていただくこととしておりますので、その点に

ついてはしっかり連携を図りながら、観光コンテンツの一つとして生かさせ

ていきたいと思います。 

 

和田委員   ありがとうございます。 

 来た人が来訪者ですから、来る人が来訪者ですから、その中でどういう年

齢層とか地域がどうとかターゲッティングもする必要があるかなというふ

うなことをちょっと補足で申し上げたのですが、２つ目よろしいですか。 

 

沖本教育次長 分かりました。 

 

和田委員   ２つ目は、観光交流のとこなんですけども、昨年度２か国３商品の販売に

つながったとありますが、売れましたかっていうのが１点、の質問です。 

 それからもう一つは、今後のインバウンドの観光集客の促進に向けて、広

島広域都市圏とか呉とかいろいろ連携しながら周遊という話がありますけれ

ども、多分日本型というか、広島型というか竹原型というか、独特な体験コ

ンテンツがないとわざわざ来ないと思います。広島、廿日市も大阪のほうか

ら新幹線の日帰りでという人が多い中で、例えば岩国へ行っちゃうとか、神

楽を見て県北へ行くとか、体験型コンテンツがそれぞれあるとしたら竹原が

そういうとこに対して優位性を持つ体験型コンテンツって何でしょうってい

うのが２つ目です。 
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國川観光まちづくり 

担当部長   まず、商品が売れましたかということでありますが、こちらについては実

際にお客さんが来るということについては、まだ外国人の方の動きはなかっ

たのですが、旅行会社のほうからは一応販売商品として取り扱っていただい

たということでございますので、実際に来訪者があったかということであり

ますと、ちょっとそれは残念ながらというふうな状況でございます。 

 また、周遊という観点でございますが、やはり本市には古い伝統的建造物

群保存地区というものもございますけども、やはり瀬戸内海というものも非

常に今インバウンドの方にウケておりますので、そういう形の中で今、県内

の各地域と連携する中で、やはり周遊でいいますと瀬戸内海、特に本市はキ

ラーコンテンツとしての大久野島のウサギというものがございますので、そ

こを中心に各市町さんとは瀬戸内海を通じて連携を図らせていただいており

ます。 

 その中での体験メニューといいますと、本市は竹細工のほうが日本文化、

また竹というのが海外では珍しゅうございますので、竹細工体験というもの

がウケているのと、また富裕層でいいますと日本酒の酒蔵見学のほうもいろ

いろ今コロナ禍で準備をいただいて、見学いただけるような形で準備させて

いただいておりますので、こちらの酒蔵見学のほうが、体験ではないですけ

ど見学というコンテンツが非常にウケているというところがあります。 

 以上でございます。 

 

和田委員   ありがとうございます。 

 最後に、次のところで最後になりますけれども、移住・定住のところで、

先ほど空き家バンクのところで、海が見えるとか畑があるところの人気があ

るとニーズを把握されていてということで、それはいいことだなと思ったの

ですが、それだったら呉もあるし三原もあるし尾道もあるなあっていうふう

に、移住者の誘致競争がいいのかどうかっていうのは取りあえず置いとい

て、竹原市がそういう近隣の同じような地域的環境にあるとこと比較して移

住促進に向けて優位な点、競争に優位な点って何であって、それをどのよう
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にアピールされていますかという点です。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   すいません。昨年度までは企画でしたが、今現在ＤＭＯのほうで移住・定

住に取り組んでおりますけども、やはり多少首都圏のほうが中心になるかと

思いますけど、今一番県内でその部分で優位性といいますか売りにしている

のは、東京が一番近いまちということで、広島空港まで非常に、本市は３０

分で空港まで行けますので、東京が、首都圏が近いですよということでまず

一つの売りにさせていただきながら、海と山があるということで、先ほど言

いましたが、農地つきという話もございましたけども、こちらについても農

業委員会のほうで法律改正いただきまして、小規模農地でもやり取りできる

ような仕組みとかそういうのも改正させていただきながら取り組んでおりま

して、まずは東京に近いですよ、次は海に山、両方そろっています、このよ

うな形でＰＲするのと、また人との交流ということで、先月ですか、体験と

いうことで来ていただいて地元の農業体験をしていただいたり、海の釣りの

体験とかそういうものをしていただいたりしながら、夜はバーベキューで交

流を深めるということで、人との触れ合いも売りで今進めさせていただいて

おります。 

 

和田委員   ありがとうございます。 

 

事務局    ほかに委員さんのほうからどうでしょう。 

 

伊藤委員   空き家バンクの成約のほうが伸びて、しかも２０代、４０代の女性人口が

どうにか維持、少し減ったにしても維持できるという喜ばしいことがあった

と思います。 

 一方、１ページ目ですが、景観まちづくり団体が伸び悩んでいます。資料

４番を読んでみますと、趣旨がうまく伝わってないのではないかという気が

しますので、これは提案になりますけれども、あっさり竹原版アダプト制度

みたいな愛称に変更したほうが、協力が得やすいのではないかという、ふと
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思いつき程度ですがご意見をお聞かせいただけたらと思います。 

 ついでにもう一つ、２ページ目に、下から２つ目、デジタルプラットフォ

ームのことが書いてあります。これは山川先生のご指摘で追加されたという

ことですが、これ参加はどの程度か、参考までに教えていただけますか。と

いうのは、こういったので先行事例でよく出てくるのが、加古川市のＤｅｃ

ｉｄｉｍという別のソフトですが、これ確かに評判を呼んでいるのですが、

直近の状況を見たら、ホームページに掲載されておりますけれども、参加者

が１，７００人ぐらいということで、人口の０．６％、０．７％です。意見

をお伺いするのは重要ですけれども、そういう代表性というか参加率の点で

どの程度意見が吸収、反映されているのかどうか。まだ実験段階でしょうけ

れども、その途中経過を教えていただければと思います。 

 以上です。 

 

梶村建設部長 建設部でございます。 

 いずれも私のところの所管の関係でございます。 

 １つ目が、景観まちづくり団体の関係で、アダプト制度というような、趣

旨を少し変えたような形でということでご指摘を、ご助言をいただいたとこ

ろでございますけども、今のこの景観まちづくり団体というのは、まさに景

観、竹原独自の町並みといったようなものの景観をしっかり維持していくと

いうことの目的で、それが市役所だけじゃなくて一般の方、市民の方、民間

の方のサイドの取組ということがないとなかなかそういうものも維持してい

けないということで、こういうふうなまちづくり団体にするというのを総合

計画での目標にしているということでございます。 

 今のアダプトということで、少し里親というようなところに似通った制度

ということだと思います。そういったご指摘については、今日は今後の参考

にさせていただくということで考えてさせていただきたいと思いますけど

も、今の取組としましては、先ほど少し説明させていただきましたけども、

具体的にこれまでも長年にわたって様々な地域の自主的な団体において様々

な取組がされて、今の町並み保存地区ですとか、これは県内で一番早い伝建

地区指定になっていたと思いますけども、そういった長年の取組があって今
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の景観も保存されているというような認識もございまして、そういった団体

にお墨つきといいますか、何らかの支援ができればということの趣旨で今景

観まちづくり団体というのを市の景観条例に位置づけて取組を進めていると

いうことで、今の長年取り組まれている団体で、あとは新たに駅前でイベン

ト行事を取り組まれているということで新たに設立された団体もございまし

て、そういったような具体的な団体を想定して、その方々を指定するという

のを実際のところは想定しておりまして、さらに多角的にいろんなところで

展開していくということであれば、先ほどのアダプトというような制度も、

趣旨も参考に進めていきたいというふうに思っています。 

 ２つ目、ご指摘いただきましたのは、２ページ目の今のプラットフォーム

の利用状況でございますけども、今の行事、社会実験的にウオーカブルとい

う、国交省も推進しております取組をこの今の地区で進めているという中

で、今のウェブサイトを立ち上げて、これが実は事業者の方の厚意で我々の

市のほうの費用負担はなくて、たまたま時期が、その方が何かどこかで試行

的にやりたいというのがマッチして、無償でということで動かしていただい

たということで、これはちょうどいいということで我々のほうもイベントの

周知とかもＱＲコードとかを載せて積極的に使用を促したというところでご

ざいますけども、なかなか十分に活用されたということではちょっと言えな

いと。 

 具体的に言いますと、社会実験、ウオーカブルの取組を大きいものを３日

間やって、その中でアンケートの回収を行っておりました。結果的には来訪

者数は数千人ということですけれども、アンケート結果がおおよそ、ちょっ

と今すぐぱっと出ませんけど、１００件ぐらい回答をいただきまして、その

うちの７割程度がそのウェブサイトを通じて回答されたというようなところ

でございます。 

 ほかにも案内、日々の取組ですとか清掃活動をやりましたというような紹

介とかをやっていて、それにいいねというのをクリックできるようになって

おりまして、そのいいねというのが多くて１０件弱ぐらいの反応ということ

で、ちょっとまだ十分な取組ができてなかったかなというふうに考えており

ます。 
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 以上ぐらいでございますけども、よろしいでしょうか。 

 

伊藤委員   梶村部長さんの１点目につきましては、苦しい状況を理解できました。 

 それから２点目は、こういった提案は非常に企業も提案してくるでしょう

し、大学なんかも提案してくることもあり得ると思いますので、そういった

もの、積極的に社会実験を受け入れるまち竹原といったものを売り出せば、

あんまり持ち出しをせずにうまく利用できるような気もしましたので、ぜひ

今後も進めていただければと思いました。 

 以上です。 

 

梶村建設部長 分かりました。ありがとうございます。 

 

事務局    山川委員とか百武委員から何か、それからすいません、ちょっと回答につ

いてはもう少し端的にできればお願いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

山川委員   いいですか。 

 

事務局    はい。お願いします。 

 

山川委員   丁寧なご説明ありがとうございます。 

 私から１点質問と、３点は提案です。 

 １点、質問につきましては、１ページの①の観光のところです。来訪者を

増やそうというところで、外に向けてのＰＲはかなりされていますが、内に

向けてのＰＲはしっかりされているのでしょうかっていう。例えば、瀬戸内

国際芸術祭なんかに伺ったときにたくさんの方いらっしゃりますけど、もう

一回行きたいなっていうふうに思えるのは、中の方が非常にいいおもてなし

をしてくださるところです。そういった中の方に向けてのインナーＰＲって

しっかりされているでしょうかという質問です。 

 それから、提案につきましては、全て２ページ目になります。これ実は、
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多分和田先生もお知りたかったのではないかなと思いながら伺っておりまし

たが、移住者の誘致競争は置いといてっておっしゃったのは、多分移住者の

誘致競争をもう超えていく時代にいかないと、多分人口を動かすとかそうい

う時代ではもうないっていうようなことを私も思っていまして、例えば空き

家に入居するかしないかではなくって、やっぱりその間のところの例えば皆

さんで今空き家をリサーチしましょうとかみんなで空き家がどのくらいある

のかリノベーションしてみましょうというような形で、少しその段階の間の

部分が実はすごく住民にとってみると、あるいはそこに仲間を増やすってい

う意味でとても大切な気がします。 

 移住・定住もやっぱり同じで、重要なのは移住者を増やすこと以上に関係

人口を増やすことじゃないかなっていう。どうしても観光だと、交流人口ま

ではいきますけど、いわゆる関係人口っていう、さっき観光のほうで少しお

っしゃっていただいた、来た方たちと体験を通して非常に密になるというよ

うな、何かやっぱりそういったことがあることで、もう一回行ってみようか

っていう、何かそのあたりファンづくりのところが少しまだ見えてないよう

な気がいたしましたので、ぜひ次期に向けては移住するかしないか、空き家

入居をするかしないかだけじゃなくって、何かそこの間のところで関係人口

づくりっていうところにもう少し施策をされたらどうかというような提案と

いうか、感じたところです。 

 それから、非常に似ておりますが、これも創業支援後の継続支援につい

て、経営指導者の方のサポートがあるっていうご説明をいただきましたが、

これはもう私の個人的意見としては、より重要なのは横のネットワークをつ

くることではないかと思っていまして、例えば業種が違う方たちが集まる場

っていうのが日常的にあるだけで、多分また創業された方同士で新しい仕事

を生むことができるのではないかと思います。 

 例えば、福岡市なんかは起業が多いし、それが続くってとこでとても有名

ですが、ああいったところはやっぱりスタートアップだけじゃなくて、その

後のネットワーク支援が非常に充実をしていますので、何かそのあたりが創

業プラス継続っていう、その横連携のところをぜひ次回、次期に向けては検

討いただけないかなって思いました。 
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 ３つ目の提案については、私のほうから、デジタルプラットフォームのと

ころをぜひ掲げていただけませんかっていうふうに申し上げたのが、ここの

ところはさっき伊藤先生にご指摘いただいたように加古川で、それからｍｙ

 ｇｒｏｏｖｅ自体は栃木の小山ですとか兵庫の川西あたりもされていて、

この辺りはしっかり市がお金を準備して、やっていただいているっていう中

で、竹原は魅力があったからだと思います。やりたいですって自ら言ってい

ただいたっていって、その点というのが、社会実験っていうところも大切で

すし、なぜこれが必要なのかってなったときに、例えば栃木県の小山市で彼

らがやった論文を読んだ中で、これを通して市に意見というか市に参画した

人のうちの８０％が１０代から４０代のっていう、なかなかふだんはパブコ

メ等では意見を発出しない方たちの層が実は８０％を占めていたというよう

なことがありました。何かそういった何のためにこれを使うのかというとこ

ろをしっかりと共有いただけると、誰にこれを届けようかっていうことも見

えてきて、その方たちの意見集約もできるのではないかと思いますので、ぜ

ひ社会実験都市、先行都市として、諦めずにこれについてはできればもう少

しだけ実験をやっていくべきなのかなと思ったところです。 

 以上です。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   観光についてのご質問でございますが、確かにプロモーションにしっかり

取り組んでいく部分もございますけど、中のおもてなし意識の醸成という部

分については不足しているかと思っております。 

 今年度、こういった計画をつくりましたので、これを持ちながら、関係事

業者の皆さんと共有しながらおもてなし意識の向上を図ってまいりたいと考

えております。よろしくお願いいたします。 

 スタートアップの方の支援ですけど、すいません、これはご指摘いただき

ましたが、今年度コワーキングスペースをつくります。１つの運営者がＶＣ

でありますレガシーイノベーションという会社に運営いただいて、創業後の

メンタリングとかをしていただくような位置づけにしておりますので、創業

後はそういったその場を交流の場としてネットワークを図っていけるよう
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に、また創業支援もしていくような仕組みをつくってまいりたいと思ってお

ります。 

 

山川委員   以上です、私は。 

 

事務局    よろしいですか。ありがとうございます。 

 百武委員さん、どうでしょうか。 

 

百武委員   では、簡単に。 

 指摘させていただいた点について、ご対応いただきましてありがとうござ

います。１番のほうにも書いてございますけれども、ＣとかＤとかの評価に

今までと同様の対策ってなると、ちょっと違和感があるので、同じ対策でも

いいですが、こういう理由で、例えばコロナの課題があったので、今年は同

じ対策をしてもうまくいくのか、あるいは多分計画のほうはこれまで準備を

されてきたので、もう機を熟して今年はもしかしたら景観まちづくり団体が

増えるかなみたいなそういう予測、そこまで書けるかどうか分かんないです

けども、そういう何かどういう理由で同じ対策をしているのかっていうのを

書いてくださるとすごく分かりやすいかなと思いますし、そういう対応をし

てくださってよかったなというふうにも思います。 

 私は、観光・交流のところで、観光消費額のところが結構善戦しているな

っていうふうに思いました。Ｄにはなっていますが、この観光客数の１番

目、２番目を鑑みるとかなり善戦しているのではないかと思いますし、宿泊

者数も総観光客数の割合として考えた場合は悪くない数字ではないかなとい

うふうに思っていて、宿泊者数の増加と観光消費額の増加が関連しているの

かなというようにも思いました。 

 ただ、そこの分析が、閑散期である１月から３月にかけては商品券を配付

したからっていうふうに書いてありますけれども、それだとまた、じゃあ商

品券を、っていうふうにはいかないと思いますので、もう少しその点を分析

していただいて、さらに増やしていくにはどうしたらいいのかっていうふう

に考えていただけると、悪いことからも学べるとは思いますし、うまくいっ
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たところを伸ばすという視点もいいのかなというふうに思いました。 

 特に、竹原市内の宿泊者数を見ると、対策のほうは外国人観光客を細かく

ターゲットにしているようですけれども、去年ですと日本人観光客が主体だ

ったのではないかと思いますし、その人たちが今後さらに増えていくにはど

うしたらいいか、それをさらに外国人観光客にという２本立てで考えていく

ほうがいいかなというふうに思いました。 

 先ほどのウオーカブルのところが、ちょっと１点気になりました。デジタ

ルプラットフォーム「ｍｙ ｇｏｏｖｅ竹原」っていうのを新しく入れてく

ださったので、今ちょっと見させていただきましたが、２月が最後の投稿と

いうかになっているので、もしここに市の方針として、取組として書くので

あれば、本当にてこ入れしていかないといけないなと。今は少ないかもしれ

ないですけど、本当に育てていくかいかないかっていうのは結構大きな判断

だと思いますので、もしこれを本当に使えるようなものに育てていくという

ことであるならば、積極的に市からの関与も必要なのかなというふうに思い

ます。 

 以上です。 

 

事務局    ありがとうございます。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   國川でございます。 

 まず、観光消費額の善戦ということで、ありがとうございます。こちらの

要因ですけれども、コロナ禍で観光客の方は減少傾向にありましたが、実は

ゴルフ場だけは屋外でのということでございまして、横ばいの状況、どちら

かというと非常に好調だったということから、ゴルフ場のほうは単価が良い

ため、観光消費額を上げていただいたということであります。 

 また、国内宿泊について、マーケティングデータを取りますと本市は広

島、あるいは関西圏の方が多かったので、そこへ集中的にプロモーションを

図った結果、近隣の方が多く訪問いただいたということがございましたの

で、それなりに維持できたと思っておりますので、引き続き両面で取り組ん
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でまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

 

梶村建設部長 すいません、梶村でございます。 

 先ほどの公園のプラットフォームのことでちょっと補足させていただきま

すと、無償でサイトをつくっていただいたのですが、昨年度１年間に限った

ものになっておりまして、今もう既に更新ができない状況で、ですけどご厚

意で今閲覧はできるというような状態になっておりまして、そういったとこ

ろも含めまして、今日様々なご意見を頂戴いたしましたので、今後の活用検

討ということを考えていきたいと思います。 

 以上です。 

 

事務局    よろしいでしょうか。 

 すいません、時間もちょっと限られておりますので、続いて２の育てる

“ちから”づくりに行きたいと思いますが、ちょっと１個目の議題でかなり

時間が押しておりまして、委員の皆様がお許しいただけるのであれば、ちょ

っと資料を事前にお配りして、委員の皆様に見ていただいている中で、各部

長さんからはこの資料を読んでいるとかなり二度手間になりますので、ここ

に書いてある以外でどうしてもポイントはさらに加えて説明したいというよ

うなことがあれば、ポイントを絞ってそこにちょっと集中した発言をしてい

ただいて、できれば委員の皆様からのご意見の時間を長く取りたいなと思い

ますので、そういったことを踏まえて説明をしていただけたらと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

塚原市民福祉部長 

沖本教育次長 

國川観光まちづくり担当部長 

 

事務局    それでは、今説明した中で、ご指摘とかアドバイスがいただけるところが

あれば、皆様からお願いしたいと思います。どうでしょう。 

 

（資料３「育てる“ちから”づくり」説明） 
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伊藤委員   よろしいです。百武先生どうします、いい。 

 じゃあ、先にすみません。 

 伊藤です。先に簡単に。 

 児童・生徒の学力が伸びたというのは非常に喜ばしいことだと思います。

それはともかく、質問と気づきがそれぞれ１点ずつです。 

 まず、質問ですが、ふるさと就職登録者が５年間で倍増したというのは非

常に喜ばしいことですが、一方で企業の登録件数、要は需要と供給とのバラ

ンス、マッチングができるかどうかというのを教えていただければと思いま

す。 

 それからもう一点は、感想ですが、蔵書を適正化するという表現が出てき

ます。２０万冊を１５万冊程度にしたいといったら、これは安易に廃棄して

しまうと取り返しがつかないおそれはないのかどうか。もし、今廃校を利用

して収蔵できるのであれば、もう少し様子を見てもいいのではないか。こ

れ、どっかの教育委員会がそう言っているのかどうか分かりませんが、安易

な拙速を避けるべきではないかという気づきです。 

 以上、２点です。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   ふるさと就職登録希望者数からの市内就職者ということでございますけど

も、ふるさと登録希望者については説明を冒頭させていただきましたとお

り、成人式あるいは学校等を訪問して登録いただいているということで…

…。 

 

伊藤委員   いや、その数はいいです。企業の求人、企業の側がちゃんと登録して、こ

ういう希望者があったときにマッチングできるかどうかという状況だけ教え

ていただければと思います。 

 

國川観光まちづくり 

担当部長   はい。というところで増えてはいるのですが、企業のほうが残念ながらこ

ういった方が求める職種の方の登録が少ないということで、就職につながっ
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てない部分があるかと考えておりますので、やはり企業側の登録の職種も事

業者数も増やしていく取組が今後必要かと思いますので、そういった部分に

ついてはしっかり取り組んでまいりたいと思います。 

 

伊藤委員   分かりました。ありがとうございます。 

 

百武委員   よろしいですか。 

 

事務局    百武先生、お願いします。 

 

百武委員   すいません。 

 ここの達成度、進捗度について、例えば１の①の８、９は、本来の数字の

取り方と違うけれども、ＢとＢ、ということにしたのか、ちょっとそこのと

ころはどこにも書かれてないので分かりにくいなっていうふうに思います。

ただ、この数字だけ見たら、山川先生がおっしゃるように、９はＡではない

のかなというふうに思ってしまうので、もしそうだとしたら、もう数字を書

かないとか、参考値としてＣとＡにするとか、そうしないと前回のこの数字

自体がちょっとおかしなことになってしまうのではないか、信頼度が下がっ

てしまうのではないかなというふうに思います。 

 同様のことが、さっきの協働のまちづくりの地域行動プランで、同じ状況

なのに去年はこれで取って、今年はこれで取ったってなるから、数字を見る

上でちょっとどうかと思って、これはどちらかにそろえたら、私は自立して

やっているのでしたら、なおそっちのほうがいいと思うので９４．１でいい

のではないかなというふうに思いますけれども。 

 あと、自治会加入率については、お答えをいただいて、特に自治会が情報

交換ですとか補助内容の見直しっていうのは結構効いてくるのではじゃない

かと思って期待しております。 

 以上です。 

 

塚原市民福祉部長 評価の方法でございます。協働のまちづくりの関係をＢにそろえた。
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先ほど申しましたように、我々もここの部分につきましては去年と評価

方法を変えることがいいことかというとこから入ったのですが、先ほど

申しました理由によりこのような形になりました。ちょっとこの点につ

きましては、内部で調整いたしまして、また修正させていただきたいと

思います。 

 あと、自治会の加入率、これはもうほかの市町もそうですが、かなり

少なくなってきているという状況があります。実際に、これ以外にも竹

原市が委嘱する委員さんなんかはもう欠員がかなり出ている状況ですの

で、かなり困っているというような状況でございます。 

 ただ、自治会につきましては、先ほど申しましたように、女性の方が

役員になっていただいた場合は割増しをするであるとか、ほかにもそう

いった割増しの補助金制度がありますが、その割増し部分をちょっと見

直して、もうちょっと重くいくところと、もうこれは済んでいるから軽

くいかなければならないかなというところがあると思いますので、その

辺は年度内に精査していきたいと考えております。 

 

事務局    百武先生、よろしいでしょうか。 

 一旦、はい、すいません、ありがとうございます。 

 和田先生、山川先生、どうでしょう。 

 

和田委員   それでは、和田ですけども、まず学校教育のとこですけども、教科も算

数、数学がＡ、国語も英語も体育も平均点以上を求めて現場の先生や生徒さ

んは大変じゃないですかね。そこら辺は、現場の状況とか意思とかどんな感

じでやっておられますっていうことを、その教科の点数とかということにな

ってくると、また卒業後は外へ行こうという進学者も増えてくるかもしれな

いなあ。今回はもうしょうがないですけれども、例えばふるさと意識である

とか地域探求学習とか総合的な学習の時間も始まっていると思いますので、

そういうことの進捗状況、進捗度とか、それに伴うふるさとへの愛着意識の

変化とか、そんなことも今後は考える必要もあるのかなあ、これは提案とい

う部分ですけど、それが学校教育に関しては１点です。 
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 じゃ、また別々にということで、まずそれを。 

 

沖本教育次長 このテストに関して、現場の先生と児童・生徒の意識っていう部分、すい

ません、私が直接把握できるような立場じゃないのでよく分からないですけ

ど、我々教育委員会事務局としては、この結果を一喜一憂せずに捉えようっ

ていうふうに考えています。毎年受験者が変わりますので、今年はよくても

来年悪いかも分からない。ただ、先生とか子供たちのモチベーションが下が

らないような形ですることが重要ではないかと個人的には思っています。 

 それと、このふるさと意識の話ですよね。ちょっと移住・定住にも関わっ

てくるかも分からないですけど、本市には大学がないっていうところ、あと

は魅力的な就職先っていうところを考えたら、中学校、義務教育が終わって

高校進学、高校を卒業したら、やはり遠くへ出ていってしまう生徒が多い。

何とか我々も人口減少が進む中で、やっぱり人口減少を食い止めるためには

どうすればいいのかっていったときに、やはり社会減をある程度抑制したい

というふうに思っています。 

 社会減を抑制するのに、竹原市に縁もゆかりもない方を、例えば観光で来

た方が竹原を見て、ここがいいから住みたいって思われる方っていうのはや

っぱり非常に少ないだろうと。となると、やっぱり地縁なり、竹原に縁があ

る人、その人が帰ってきてもらうのが重要かなと。そのためには、やはり竹

原に対する愛着度とかシビックプライドみたいなものをしっかり認識しても

らうことが重要じゃないかっていうようなところで、学校においても、和田

先生おっしゃられるように、総合の時間を活用して、またコミュニティ・ス

クールの仕組みもありますので、地域の人の力も借りながら地域の魅力を発

見、また地域の方のつながり、それを強化する中でふるさとへの愛着を高め

ていって、将来的にまた竹原に戻ってきてもらえるような、そういったよう

な形の教育っていうものを進めているところでございます。 

 以上です。 

 

和田委員   ありがとうございます。 

 もう一点は、生涯学習から協働のまちづくり、そこら辺に通底する話です
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けども、その辺の数字を求めることによって、本来楽しむべき生涯学習と

か、楽しい地域にみんなでしようよっていう協働とか自治会とか、それが規

範的なものになったら義務感になってしんどいものになっている面もあるの

はないですかねっていう感じです。手引きを配ってこういうふうにしましょ

うとか、すべきだ、それしなきゃいけないのみたいな感じに捉えられていな

いかなあというような。現実が違ったら申し訳ないですけれども。そういう

ことじゃなくて何か自分がやりたいことを表現する場としての竹原、楽しむ

場としての竹原、そんなことをみんなで好きなことを、やりたいことを楽し

みながら、また共感を得ながら、共感しながらやりましょうよって、そうい

う数字というか制度っていうかムーブメントがひょっとしたら重要で、それ

は前半の話にあった社会実験的な取組をみんなでやりましょうねっていうこ

とにつながってくるのではないかと思います。それがまちの魅力だったりと

か人の力だったりとか、そういうことになってくるかもしれないなあという

ふうにちょっと感じまして。この前からたまたまあちこち行っておりまし

て、島根県の雲南市が課題解決先進地域ということで、挑戦するまちである

という条例をつくって、挑戦することを後押ししましょうというふうにやっ

ていたり、月曜日は宮城県の栗原市の六日町通り商店街に行ったのですが、

やりたいことを緩く実現できるような場で二十数店舗、商店街に店舗ができ

たとか、自治会への加入とか、あるいはイベントへの参加はやりたい人がや

ればいいだけで強制しませんよっていうことでやりたい人が来ているってい

う話もあったりしました。矛盾していることを言っているような気もします

が、要は楽しみながらできるような環境ムーブメントというのは、どんな感

じで捉えていらっしゃいますかねっていうのをちょっと思いました。難しい

質問ですけども。 

 

沖本教育次長 すいません、私個人的にあまり意識してなかったようなことのご指摘なの

で、非常にお答えするのは難しいのですが、楽しみながらやっていただくと

いうのは非常に重要だと思いますが、ここの生涯学習で上げている地域人材

の育成のことに関しては、やはり人口が減少していって、行政も小さい行政

っていっとき言われて、そこには厳しい財政状況の中で、人員削減とか定員
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数を少なくしてっていう行政の力が及ぶところが非常に徐々に徐々にちょっ

と縮小している。とはいいながら、その一方で市民のニーズっていうのはど

んどんどんどん増えているっていう、相反するような状況の中で、やはり行

政だけで何とかしていこう、何とかこの市域全体を行政の力だけで何とかし

ていこうっていうのはなかなか難しくって、やはり地域の人の自主的な取組

っていいますか、この地域を何とか自分たちの力で住みよいところにしてい

こうっていう、そこは竹原市に限らずそういった動きになっていくのかなあ

というふうに思います。 

 そのためにどうすればいいかっていうとこに関して、ちょっとごめんなさ

い、あんまりうまく考えてはないのですが、いずれにしてもこの地域の人材

をどんどん育てていって、その方が、その地域人材がその地域の課題を自分

たちで見つけて解決できるような、そういったスキルをうまい具合に付けら

れるような形にならないかなというようなところでちょっと思っておりま

す。すいません、何かうまい具合に……。 

 

和田委員   前提というか、理屈としてはおっしゃるとおりですが、仕掛けからの問題

だと思います。そこら辺をちょっと問題提起というか。 

 

沖本教育次長 分かりました。ありがとうございます。 

 

塚原市民福祉部長 協働のまちづくりの件でございます。 

 これは自治会を含めてだと思いますけれども、ご指摘を受けてはっと

するようなところはやはりあります。義務感になっています。間違いな

くその方向にいっておると思います。 

 先ほど本編のほうでもご説明を申し上げましたけれども、ほかの役職

の部分についても同じようなものが起きておりまして、ほかのというの

は、私は福祉担当ですので、民生委員であるとかそういった分野になっ

てきます。これがライフスタイルの多様性であるとか、そういったもの

の考え方、新しい考え方が入ってくる中で、このようになってくるのが

１点と。 



- 20 - 

 皆さん、働き続けられるんです。以前は６０で退職したらそのままや

っていただいたのですが、もう７０ぐらいになるとだんだんやっていた

だけないということがありますが、おっしゃるとおりで、我々はそこに

こだわり続けて、義務を続けていかなければならないのではないかとい

うことでやっているのはご指摘のとおりだと思います。 

 ただ、民生委員に関しては、ちょっと新しい形にして模索をしている

という状況です。サポート体制であるとかそういったことでやっていこ

うかなと思っているのですが、協働のまちづくりであるとか自治会に関

しては、ちょっとなかなか難しいところがあると思います。ただ、それ

にとどまってはいけないというのもよく分かりますので、今後も取り組

んでまいらなければならないと考えております。ありがとうございま

す。 

 

山川委員   すいません。 

 ３ページの子育て支援のところで、地域子育てセンターのことについて、

ゆりかごの閉所と子供さんの利用回数が伸びていないということについて、

すいません、昨年もちょっと問題提起をさせてもらって、今年も問題提起を

させてもらったのは、子供自身の利用回数を増やすというよりも、地域の中

で家庭以外の居場所をつくる必要がある人っていうのが誰だろうっていうふ

うに考えたときに、実は親っていうか、子育て中の親っていうのは、１つは

働いていたら働く場っていうところで居場所はありますけれども、働いてい

ない場合に地域の中に居場所がなければ、ずっと家庭の中に子供と閉じ籠も

っているっていうようなことになるっていう、そこの関係性を少し開いたも

のにしてあげるためにとても重要だと思っていたので、何度もご指摘をさせ

ていただきました。 

 その結果として、より身近に開いていただけるようになったっていうこと

で、やっぱり子育て中の方にとってみると行きやすいところのほうがいいの

で、とてもそれはいいことだなっていうふうに思いました。 

 ただ、やっぱり一方で、月に２回の巡回っていうことなので、やっぱり悩

みってそんなに月に２回出てくるものではないので、やはり日常圏に、日常
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の中で子育て支援ができる、してもらえるって、やっぱりそういう環境をよ

り求めていただくことが、実は最終的には、今申し上げているのはどちらか

っていうと居場所づくりになりますけれども、でも居場所があって人が集ま

ることで、その中で多分きっかけづくりっていう、少し社会に参画してみよ

うかとか、誰かとつながることで起業してみようかっていうような人が出て

くると思いますので、２０代から４０代の女性の起業が非常に少ないという

ようなところですとか、そういったところって実はもともとのつながりの場

が少ないと、やっぱり創業っていうところにはいかないと思いますので、ぜ

ひその場づくりをしっかりしていくっていうことと、でも次期に関しては、

その場の中から少しそれぞれの人が自己実現できるようなきっかけづくりっ

ていうところも工夫として入れていただけないだろうかというふうに思った

ところです。 

 ２つ目になりますけれども、次期については先ほど不登校の児童数だけで

学校の機能不全を見るとかそういう状況じゃ多分なくなってくるっていうお

話も少しあったかと思いますけれど、やっぱりそれは、すいません、長くて

覚えてないのですが、教育機会の均等に関する法等があって、社会的自立の

ほうが重要ですっていうような考え方になってきているので、指標そのもの

の見直しを多分しないといけない状況っていうのが出てきていると思います

から、全体を通してそういった視点でぜひ見ていただけたらっていうふうに

思ったところです。 

 最後になりますが、私、ＢかＣかが分かりませんっていうのが何度も色ん

なところに書かせてもらっているのが、資料の１のところで、Ｂ、Ｃ、Ｄっ

ていうものの中で、Ａはとても分かりやすいです。前期目標を既に達成して

いるっていうことなので。Ｂが分かりづらくて、前期目標に向けて基準値よ

り成果指標の値が改善しているっていうことが、その前期目標の達成に近づ

いているのか近づいてないのかがちょっと分からないっていうか、１つのＢ

の中にその２つが多分入っているっていうか、目標達成に向かっているもの

と目標達成には向かえないけど基準値よりも増えているっていう、何かそこ

らが入っているので、ちょっと評価がしづらかったですっていうことです。 

 ＣとＤに関しては、Ｄについてはもう前期目標の達成が見込めないってい
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うのが入っていますが、Ｃはそれが入っていなくて、だからここにも前期達

成の目標が見込めるけど悪化しているという部分も、もしかしてあり得るっ

ていう、ちょっとその辺があって、実はＢとＣが私はちょっと、皆さんはも

しかしたら評価しづらかったかなと思いつつ、私はもう、ごめんなさい、Ｂ

なのかＣなのかっていうところに迷いましたので、すっきりと目標達成する

のが総合計画ですっていうことであれば、前期目標に向けてどうなのかって

いうことで段階を踏んで、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄっていうことがあると、もしかし

たら少しすっきりしたかもしれないというふうに思いました。 

 すいません、その全体についてが１点と。１つは子育て支援センターにつ

いてです。 

 

塚原市民福祉部長 地域子育て支援センターの件ですけども、まず場所づくりですね、そ

れときっかけづくりということで、一番大事なことだと思います。た

だ、なかなか難しい面もあるので、民間企業さんのほうにお願いしてい

るのですが、保育所であるとかそういった方々がやっていただいていま

すので、あまりこれから伸びていく状態ではないということが１点と、

保育士不足というのがあるので、そこら辺をクリアにしながらやってい

きたいと。 

 今回の５年度から始めたのもそういったところでお話合いをしながら

進めてきたところであるので、今後も続けていきたいと考えておりま

す。 

 もう一点、きっかけづくりですが、先ほどネウボラのところでもお話

し申し上げたのですけれども、こちらのほうのきっかけです。今後も強

化していきます。この４月からこども家庭センターというか、こども家

庭庁の関係で新たな組織をつくって、妊娠期から子育て期までというこ

とで、伴走型育児支援という形でやっていきたいと思っております。そ

の中には、個人に対する現金給付であったり、そういったいろんな相談

業務もあったりするのですが、そういった形で伴走をしながら寄り添っ

ていろんな声を聞いていこうという制度を４月から始めようとしており

ます。 
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 そういった中で、そういった地域子育て支援センターの情報であると

か、そういったものを提供しながら今後につなげていければと考えてお

ります。 

 以上です。 

 

山川委員   ありがとうございました。 

 

事務局    すみません、事務局からですが、総合的な回答として、成果指標につきま

しては、私も担当して、今この３年、今年度も含めてですけど、専門的な見

地からこうしたほうがいいのではないかとかああしたほうがというアドバイ

スをいただいております。当初は、分野によってかなり細かくしているとこ

とそうでないものの温度差があるっていうのを我々職員もちょっと気づいて

いるところがありますので、指摘を含めてちょっと変えられるとこは思い切

って変えていきたいと思っております。なので、後期計画の今策定をしてお

りますので、そこにはしっかり反映できたらというふうに思っております。 

 以上です。 

 ちょっと時間がかなりオーバーしていて委員の皆様にはご迷惑をおかけし

ております。もしこの資料３以外でちょっとここはこうしたほうがいいので

はないかというアドバイス的なものがありましたら、ぜひお願いしたいと思

いますが、どうでしょう。よろしいでしょうか。 

 すみません、ちょっと時間もかなり過ぎていて、本当に申し訳ございませ

ん。もしこれ以外であれば、連絡を事務局のほうにいただけると非常に幸い

でございます。お忙しいとは思いますが、ぜひ引き続きよろしくお願いいた

します。 

 それでは、時間もちょっと過ぎました。ちょっと進行のほうがまずくて本

当に申し訳ございませんでした。 

 それでは、これで令和５年度第６次竹原市総合計画の効果検証会議を終わ

りたいと思います。本日はどうもありがとうございました。 


